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V11a miniTAO 1m 望遠鏡用近赤外線カメラANIRのステータス
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東京大学天文学教育研究センターは現在、南米チリ・アタカマのチャナントール山山頂 (標高 5640m)に口径
1mの赤外線望遠鏡を設置・運用している。ANIR (Atacama Near InfraRed camera)はこの望遠鏡の近赤外線撮
像カメラで、1–2.5µmで 5分角の視野をもつ。また、ダイクロイックミラーを望遠鏡焦点手前に入れることによ
り可視赤外同時撮像も可能である。2009年のファーストライト以降これまでに 4回の観測ランを行い、合計 50
夜の観測を行ってきた。本発表ではその観測から得られたANIRおよびサイトの性能と、現状を報告する。
チャナントール山頂はその乾燥した気候と高い標高のお陰で、非常に低い水蒸気量 (PWV25%=0.5mm)が実現

される。実際の観測でも、地上からの観測が困難だといわれてきた水素 Paα 1.8751µm輝線の狭帯域撮像が安定
して実行できることが示された。天候も良好で、観測を行うことができた時間は総観測時間の 90%を超えている。
また、ANIRで実測された可視/近赤外波長域のシーイングは中央値で 0.8秒角を切る非常に良好な値であった。
これらの結果は、この場所が赤外線観測に非常に適していることを示している。


